
 

 

 

 

 

 

 

 

長岡市民スポーツ応援団は、長岡市のトップアスリートや次世代を担うジュニア選手が、オリン

ピックをはじめ、世界を舞台に活躍する地元選手を物心両面で支援することを目的として平成２９

年に設立されました。 

応援団では、会員自らもサポーターとして応援観戦やトップアスリートとの交流などスポーツに

親しみ東京２０２０オリンピック・パラリンピック大会に向けた市民への機運醸成を図り、ひいて

は、スポーツを通じた元気な長岡の創出の一翼を担うことができたものと考えています。 

東京２０２０大会に長岡から選手が出場するという願いは、残念ながら叶いませんでしたが、冬

季北京オリンピックでは、２名の選手の活躍を応援することができました。 

また、現在も日本を代表する全国ランキング上位の選手や、日々高い目標を持って練習に励む長

岡産の多くの選手が活動を続けています。 

次のステージに繋げていくため、また、長岡市民スポーツ応援団の節目として、４年間の活動を

まとめましたのでご報告させていただきます。 

 

【 応援団が活動してきた主な内容 】 

○ 長岡産トップアスリートの強化活動への支援 

・海外遠征や国内強化合宿等への強化費支援など 

 

○ 子どもたちのスポーツを育て、将来有望な人材発掘・育成事業への支援 

・「キッズアスリートチャレンジ」事業等の開催への協力及び支援など 

 

○ 応援イベントの開催や広報活動 

・激励会等の応援イベントの開催、機関紙の発刊など 

 

○ 東京 2020大会に向けた市民への機運醸成 

・市民団体等が行う機運醸成事業活動への支援など 

“Road to Tokyo 2020” 

長岡市民スポーツ応援団 

活動報告書 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H29.4：「2020東京オリパラ事業推進プロジェクトチーム」設置 

H29.7：「第1回設立準備委員会」長岡グランドホテルで開催 

H29.11：長岡市民スポーツ応援団 発会式 

長岡グランドホテルで長岡市民スポーツ応援団発会式を開催 

長岡産トップアスリート 16 名を含む、262 名が参加 

H30.4：長岡産トップアスリート強化支援開始 

長岡産トップアスリートが、オリンピックをはじめ世界を舞台に活躍するための

海外遠征や国内強化合宿等への強化活動費支援を行った。 

H30.7：国際大会出場選手激励会 

アオーレ長岡で国際大会激励会を開催。長谷川選手、石崎選手と 100 名が参加 

H30.8：「キッズアスリートチャレンジ事業」支援開始 

スポーツ好きで元気なこどもの育成を目的に支援を行った。参加者延べ 386 名 

H30.11：活動報告会 

ホテルニューオータニ長岡で開催。アスリート 18 名を含む 220 名が参加 

R1.10：ジュニアスポーツフェスタ支援開始 

長岡市内の子供たちが、将来、スポーツに親しんでくれるように、多種目のスポ

ーツ体験イベントを実施した。延べ 1,000 名が参加 

 

R4.2：北京オリンピックに長岡市民スポーツ応援団支援選手が出場！ 

星野純子選手(モーグル)：予選突破、決勝１回目１３位 

古野慧選手(スキークロス)：１回戦敗退 

長岡代表として世界で戦い、長岡市民に夢と希望を与えてくれました！ 

R1.11：活動報告会兼交流会 

長岡グランドホテルでアスリート 12 名を含む、167 名が参加 

R2.4：コロナウイルス感染拡大の影響により、大幅に活動を制限。 

長岡産トップアスリート強化支援事業のみ行う。 

R3.4：長岡産トップアスリート強化支援活動事業 

東京オリンピック・パラリンピック出場が極めて高い選手への支援を行う。 

R3.7：東京オリンピック開幕 

応援団支援選手：佐藤 凌選手(陸上)、長谷川 徳海選手(ビーチバレー) 

惜しくも東京オリンピック出場ならず 

長岡市民スポーツ応援団 

活動記録 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 合計 

長岡産トップアスリート 

強化支援活動費 
20,247,000 円 

将来有望な人材発掘・ 

育成事業費 
1,600,000 円 

応援団広報等活動費 5,251,000 円 

その他 92,000 円 

合計 27,190,000 円 

項目 合計 

市民会員 

3,813,000 円 

1,271 人 

スポンサー企業 

20,613,000 円 

ゴールド 45 社 

シルバー55 社 

寄付金等 2,821,000 円 

合計 27,247,000 円 

収入 
市民会員

3,813,000円

(14％)

スポンサー企業

20,613,000円

(75%)

寄付金等

2,821,000円

(11%)

収入合計

27,247,000円

長岡市民スポーツ応援団 

収支報告 

長岡産トップアスリート強化支

援活動費

20,247,000円(74%)

将来有望な人材発

掘・育成事業費

1,600,000円

(6%)

応援団広報等活動費

5,251,000円

(19%)

その他

92,000円

支出合計

27,190,000円

支出 

会員の皆様からの温かいご支援を賜り、厚く御礼申し上げま

す。下記の用途で大切に使わせていただきました。 

市民会員：1,271 人 

会員企業：100 社 

長岡市民スポーツ応援団 

 会員数 

多くの皆様のご協力のもと、長岡市民スポーツ応援団は活動し

て参りました。 



 

 

  長岡市民スポーツ応援団では、数多くの長岡産トップアスリートに支援を行ってきました。 

その中で今後特に活躍が期待される主な選手 12 名を紹介いたします。 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長谷川 徳海（ビーチバレー） 

2020 東京オリンピック強化特化チーム指定 

2021 マイナビジャパンツアーファイナル優勝 

佐藤 凌（陸上走高跳） 

2020 日本陸連強化指定選手 

2020 日本選手権２位 

曽我 啓菜（バレーボール） 

2020 全日本女子バレー代表 

2020 全日本代表 合宿参加 

松田 將太郎 （パラ陸上 100m・200m ） 

2020 強化育成選手 

2020 日本パラ陸上選手権 100m・200m 日本新記録で優勝 

内藤 祐希 （テニス） 

2020 ナショナルチームメンバー 

全仏オープン 出場 予選１回戦勝利 

星野 純子(スキーモーグル) 

2022 冬季北京オリンピック 

女子モーグル 13位 

古野 哲也(スキークロス) 

2020/2021 全日本強化指定選手 U 

2020/2021 世界選手権日本代表 

古野 慧(スキークロス) 

2022 冬季北京オリンピック 

スキークロス出場 

今村 佳太(バスケットボール) 

FIBA w 杯 2023 

アジア地区 1 次予選 日本代表 

谷内田 哲平(サッカー) 

2020 U19 日本代表候補 

2021 U20 日本代表候補 

渡辺 柊(OWS) 

2020 全米選手権 U19 日本代表 

2021 OWS 世界ジュニア選手権日本代表選手 

諏方 元郁（陸上競歩） 

世界競歩チーム選手権男子 20km 競歩 

個人 23 位・日本代表チーム２位 

提供：琉球ゴールデンキングス 

長岡産トップアスリート紹介 
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